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言語が心理的柔軟性を引き起こす作用機序
―実況生中継と代替行動の介入が効果をもつ条件 1）―











































































































































タンのゲームでは、キャラクター Bの画像と音（パパパパン）だった。 1 ゲーム実施ご
とに、参加者にはどのようにすると得点が入るのか、「緑のボタンは ｜ 　　 ｜ すると得点
がたくさんもらえる」「赤のボタンは ｜ 　　 ｜ すると得点がたくさんもらえる」と書かれ
た用紙を渡し、空白部分に記入させた。
　獲得した得点は、1点を 1円に換算し、すべての実験終了後に謝金として渡した。実験














化 さ れ た。DRL（different ia l 
reinforcement of low rate：低反応率 図 3　試行の流れと参加者のモニター画面
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1 2 3 4 分化 非分化
緑ボタン FR5回 FR10回 FR15回 FR20回 FR25回 FI＊秒














































応数（反応率）を参加者ごとに算出した。実況生中継の参加者の結果を図 4 と図 5 に、計












表 2　分化手続き最終 5試行の平均強化間隔と FI スケジュールの強化間隔（単位は秒）
参加者 条件 FR DRL FI
P1 BL 5.6 7.3 6.5
実況 介入 5.3 6.8 6.1
PR 5.3 6.4 5.8
P2 BL 6.3 6.6 6.5
実況 介入 5.7 6.4 6.1
PR 5.5 7.5 6.5
P3 BL 5.7 6.8 6.2
計算 介入 7.4 9.0 8.2
PR 6.6 7.7 7.1
P4 BL 5.4 8.7 7.0
計算 介入 5.7 10.3 8.0
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表 4　P1が記述したルール（介入：実況生中継）
試行 緑ボタン 速さ 間隔 赤ボタン 速さ 間隔
BL
分化
1 連打速度を上げる 〇 リズム感覚をつかむ
2 連打の速度を上げる 〇 一定の長さクリックする
























































































































Sakushin Gakuin University Bulletin No.9 2019.3
言語が心理的柔軟性を引き起こす作用機序
表 6　P3が記述したルール（介入：計算）








































































































































































































































































Barnes, D., & Keenan, M. (1993). Concurrent activities and instructed human fixed-interval performance. 
-RXUQDORIWKH([SHULPHQWDO$QDO\VLVRI%HKDYLRU, 59, 501㻙520.
&DWDQLD$0DWWKHZV%$	6KLPR൵、E. (1982). Instructed versus shaped human behavior: Interactions 


































Galizio, M. (1979). Contingency-shaped and rule-governed behavior: Instructional control of human loss 
avoidance. -RXUQDORIWKH([SHULPHQW$QDO\VLVRIEHKDYLRU, 31, 53㻙70.
Hayes, S.C., Strosahl, K. D., & Wilson, K. D. (2012). Acceptance and Commitment Therapy: The Process and 




Laties, V. G.,＆Weiss, B. (1963(൵HFWVRIFRQFXUUHQWWDVNRQ¿[GLQWHUYDOUHVSRQGLQJLQKXPDQV-RXUQDORI
WKH([SHULPHQWDO$QDO\VLVRI%HKDYLRU, 6, 431㻙436.
松本明生・大河内浩人（2001）．言語－非言語行動の連鎖への分化強化による自己教示性制御の成立　
行動分析学研究，16，22㻙35．
杉山尚子・島宗理・佐藤方哉・マロット，R. W.・マロット，A. E.（1998）．行動分析学入門　産業
図書
スマナサーラ，A.（2004）．自分を変える気づきの瞑想法　サンガ
田中善大（2011）．ACTの基礎理論：ルール支配行動　武藤崇（編者）ACTハンドブック臨床行動
分析によるマインドフルなアプローチ　星和書店　Pp53㻙77．
78
作大論集　第 9号　2019年 3月
